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4f電子系-YbAlB4は、Ybサイトが重い電子系として特徴的な Yb
2+と Yb

3+の価数揺動を示す物質で

ある[1]。また、構造異性体-YbAlB4が超伝導を示し、磁気揺らぎと結合した量子臨界的挙動も示すこ

とから、近年、注目を集める物質群である[2,3]。-YbAlB4も、微量の Fe,Mn ドープ(YbAl1-xFexB4, 

YbAl1-xMnxB4, Fe=0.014, Mn=0.009)によって、量子臨界的挙動を示すため、この磁性と伝導の量子臨

界的挙動と、Ybサイトの 4f電子の価数揺動との関係が精力的に研究されている[4,5]。 

今回、我々は Yb L吸収端の X線吸収分光(XAS)を用いて、Ybサイトの価数の組成依存性とその

温度変化を調査した。その結果、x=0.0の低温での Ybサイトの平均価数は+2.8に近いが、x>0.2の組

成では+3.0に近くなることが明らかになった(図 1)。また、Mn L吸収端の XASを行った(図 2)。スペクト

ルには、終状態の結晶場を反映する鋭いピーク構造が観察され、その形状からMnサイトの価数は 2+

に近いことがわかる。YbAl1-xMnxB4はMnイオンのドーピングに伴い、Ybサイトにキャリアドーピングが

なされていることが明らかとなった。  
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図 1. -YbAl1-xMnxB4の Yb L吸収端 
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図 2. -YbAl1-xMnxB4のMn L吸収端 
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